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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
様
方
に
は
、
希

望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
春
を

健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、

心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら

お
よ
そ
８
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

被
災
保
険
者
に
お
い
て
は
、
復

興
に
向
け
奮
闘
を
続
け
ら
れ
て

お
り
ま
す
が
、
本
会
と
い
た
し

ま
し
て
も
、
引
き
続
き
国
民
健

康
保
険
や
介
護
保
険
等
関
連
業

務
の
運
営
等
に
可
能
な
限
り
の

支
援
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
国
民
健
康
保
険
制
度

を
取
り
巻
く
環
境
に
つ
い
て
は
、

就
業
構
造
の
変
化
、
少
子
高
齢

化
の
進
行
な
ど
、
年
々
厳
し
さ

を
増
し
て
お
り
、
国
保
の
事
業

運
営
は
、
今
ま
で
以
上
に
厳
し

く
困
難
な
多
く
の
課
題
に
直
面

し
て
お
り
ま
す
。 

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
昨

年
４
月
に
、
国
保
運
営
の
在
り

方
の
見
直
し
と
国
保
の
財
政
基

盤
強
化
を
大
き
な
柱
と
す
る
半

世
紀
ぶ
り
の
国
保
制
度
の
大
改

革
が
実
施
さ
れ
、
医
療
提
供
体

制
の
整
備
を
担
っ
て
き
た
都
道

府
県
が
、
国
保
に
つ
い
て
も
財

政
運
営
の
責
任
を
負
う
と
と
も

に
、
国
保
に
投
入
さ
れ
る
公
費

の
拡
充
な
ど
財
政
支
援
の
強
化

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
会
と
し
て
も
「
中
期
経
営

計
画
」
に
基
づ
き
、
こ
の
よ
う

な
国
保
制
度
の
課
題
解
消
に
向

け
た
新
制
度
の
運
用
に
際
し
て
、

保
険
者
の
皆
様
と
の
連
携
を
強

化
し
、
国
保
情
報
集
約
シ
ス
テ

ム
や
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
な
ど

の
安
定
稼
働
に
よ
る
適
正
な
審

査
支
払
の
実
施
と
、
保
険
者
事

務
共
同
処
理
の
充
実
を
は
じ
め
、

保
険
者
努
力
支
援
制
度
を
見
据

え
た
支
援
事
業
の
推
進
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。 

　

ま
た
、
国
は
２
０
４
０
年
頃

を
高
齢
者
人
口
の
ピ
ー
ク
に
見

据
え
た
社
会
保
障
・
働
き
方
改

革
の
課
題
と
し
て
、
生
産
年
齢

人
口
の
減
少
に
着
目
し
、
誰
も

が
長
く
元
気
に
活
躍
で
き
る
よ

う
、
医
療
保
険
者
と
し
て
も
健

康
寿
命
の
延
伸
に
積
極
的
に
取

り
組
む
こ
と
を
強
く
求
め
て
お

り
ま
す
。
年
々
増
加
す
る
医
療

費
の
適
正
化
と
い
う
観
点
か
ら

も
、
予
防
・
健
康
づ
く
り
事
業

の
推
進
が
極
め
て
重
要
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。 

　

こ
う
し
た
保
険
者
機
能
が
よ

り
一
層
発
揮
で
き
る
よ
う
健
診
・

医
療
・
介
護
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

を
横
断
的
に
活
用
で
き
る
「
国

保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
Ｋ
Ｄ
Ｂ
）

シ
ス
テ
ム
」
に
よ
る
各
種
デ
ー

タ
提
供
等
の
支
援
を
始
め
、
国

保
・
後
期
高
齢
者
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー

ト
事
業
の
中
核
と
な
る
「
保
健

事
業
支
援
・
評
価
委
員
会
」
に

よ
る
保
健
事
業
支
援
な
ど
、
よ

り
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
健
康

づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
こ
と
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
、
保
険
者
及
び
関
係

皆
様
方
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご

支
援
、 

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
関
係
各
位
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た

し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
新
し
い
年
を
迎
え

る
に
当
た
り
、
県
民
の
皆
様
の

御
健
勝
と
御
多
幸
を
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
本
県
出
身
の
羽
生

結
弦
さ
ん
が
平
昌
冬
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー

ト
男
子
シ
ン
グ
ル
で
66
年
ぶ
り

に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
連
覇
の
偉

業
を
達
成
さ
れ
、
我
が
県
の
み

な
ら
ず
、
全
国
に
大
き
な
感
動

や
勇
気
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
県
政
運
営
で
は
、
災
害

公
営
住
宅
の
整
備
が
完
了
間
近

ま
で
進
ん
だ
ほ
か
、
三
陸
縦
貫

自
動
車
道
が
気
仙
沼
市
内
で
開

通
す
る
な
ど
、
震
災
か
ら
の
復

興
が
着
実
に
進
む
と
と
も
に
、

次
世
代
放
射
光
施
設
の
仙
台
市

内
へ
の
設
置
決
定
や
仙
台
空
港

の
就
航
路
線
拡
大
、
新
ブ
ラ
ン

ド
米
「
だ
て
正
夢
」
の
本
格
デ

ビ
ュ
ー
な
ど
「
創
造
的
な
復
興
」

に
向
け
た
こ
れ
ま
で
の
取
組
が

次
々
と
実
を
結
ん
だ
１
年
で
し

た
。

　

今
年
は
、「
宮
城
県
震
災
復
興

計
画
」
の
総
仕
上
げ
と
な
る
「
発

展
期
」
の
２
年
目
に
な
り
ま
す
。

「
発
展
期
」
は
復
興
の
進
展
に

伴
い
生
じ
る
新
た
な
課
題
に
き

め
細
か
く
対
応
し
な
が
ら
、
復

興
計
画
後
の
新
し
い
宮
城
を
形

づ
く
る
極
め
て
重
要
な
３
年
間

で
す
。
全
て
の
被
災
者
が
復
興

を
実
感
で
き
る
よ
う
復
旧
・
復

興
を
一
層
加
速
さ
せ
る
と
と
も

に
、「
宮
城
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
」

に
掲
げ
た
将
来
像
の
実
現
に
向

け
、
戦
略
的
に
取
組
を
推
進
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、「
力
強
く
き
め
細
か

な
震
災
復
興
」、「
地
域
経
済
の

更
な
る
成
長
」、「
安
心
し
て
い

き
い
き
と
暮
ら
せ
る
宮
城
の
実

現
」、「
美
し
く
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
」
を
政
策
推
進
の
基
本
と

し
て
、
復
興
の
総
仕
上
げ
に
向

け
た
施
策
に
最
優
先
で
取
り
組

む
と
と
も
に
、
未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
へ
の
支
援
や
人
口
減

少
対
策
な
ど
地
方
創
生
の
取
組

も
加
速
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
制
度
改
革
に
よ

り
、
国
民
健
康
保
険
が
都
道
府

県
単
位
化
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

県
は
、
昨
年
４
月
か
ら
国
民
健

康
保
険
の
財
政
運
営
の
責
任
主

体
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

市
町
村
と
連
携
を
密
に
し
、
制

度
の
安
定
的
な
運
営
に
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
被
保
険
者

の
皆
様
が
、
引
き
続
き
安
心
し

て
医
療
の
提
供
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
安
定
的
な
財
政
運
営
や

効
率
的
な
事
業
の
推
進
を
行
う

な
ど
、
国
民
健
康
保
険
の
中
心

的
な
役
割
を
し
っ
か
り
と
担
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

震
災
か
ら
間
も
な
く
８
年
が

経
過
し
ま
す
。
震
災
前
の
状
態

に
戻
す
「
復
旧
」
に
と
ど
ま
ら

な
い
「
創
造
的
な
復
興
」
を
更

に
進
め
、
一
人
一
人
が
輝
く
、

元
気
な
宮
城
を
県
民
の
皆
様
と

と
も
に
築
き
上
げ
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
御
理
解
と
御
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

年頭のご挨拶

謹賀新年

医
療
費
適
正
化
の
推
進
と

保
険
者
支
援
体
制
の
強
化
に
努
め
る

一
人
一
人
が
輝
く
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蔵王町は、宮城県の南西部に位置し、国定公園蔵王連峰の東麗に開けた、四季折々
の自然豊かな町です。
本町の第 5期長期総合計画では、郷土愛の醸成、町民力の結集、結いの精神、助け
合いの基本理念を大切にまちづくりを進め「ずっと愛にあふれるオンリーワンなま
ち・ざおう」を目指しています。

蔵王町

Ｈ 28 年度 Ｈ 29 年度

町の人口 人 12,409 12,248

国保世帯数 世帯 1,875 1,809

国保加入割合（被保険者数割） ％ 26.5 25.3

収納率（現年分） ％ 93.85 94.40

被保険者数 人 3,289 3,100

1 人当たり医療費 円 330,592 352,298

特定健診受診率 ％ 41.0 43.2

町の国保の概況
国
保
の
状
況

蔵
王
町
の
主
な
産
業
は
、
農
業
と
観
光

で
あ
る
た
め
国
保
の
加
入
率
が
県
内
で
も

高
い
水
準
に
あ
り
ま
す
が
、
高
齢
化
や
人

口
減
少
に
よ
り
、
被
保
険
者
数
は
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

一
方
、
1
人
あ
た
り
医
療
費
に
つ
い
て

は
、
年
々
増
加
傾
向
に
は
あ
り
ま
す
が
、

県
平
均
を
下
回
っ
て
推
移
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
保
税
の
収
納
率
は
、
コ
ン
ビ

ニ
収
納
や
口
座
振
替
の
推
進
等
に
よ
り
平

成
29
年
度
の
現
年
分
が
94
・
4
％
で
前
年

度
比
0
・
55
％
向
上
し
て
お
り
、
国
保
会

計
の
財
政
運
営
は
比
較
的
安
定
し
て
い
ま

す
。

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
策
定
時
、
医
療
分

析
や
健
康
課
題
を
改
め
て
確
認
し
合
い
、

保
健
事
業
の
組
立
て
を
行
い
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
ぼ
ん
や
り
と
し
て
い
た
課
題
が
明

ら
か
に
な
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
過
剰
摂
取
や

運
動
不
足
か
ら
の
糖
尿
病
予
備
軍
、
糖
尿

病
患
者
の
増
加
と
い
う
問
題
が
見
え
て
き

ま
し
た
。
病
状
が
悪
化
す
る
こ
と
で
合
併

症
が
起
こ
り
、
医
療
費
も
大
き
く
な
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
予
防
活
動
に
よ
り

重
点
を
お
い
た
事
業
を
展
開
し
て
い
く
こ

と
と
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、既
存
事
業
に
『
プ
ラ
ス
１
』

と
し
て
、
糖
尿
病
や
糖
尿
病
の
合
併
症
に

つ
い
て
知
識
の
普
及
や
啓
発
を
目
的
に
、

地
区
で
の
健
康
講
話
や
調
理
実
習
の
際
、

蔵王町

国保の
なかまたち

KOKUHO no NAKAMA

蔵王の「お釜」

わが まちの取 り 組み

▲蔵王町観光キャラクター
　ざおうさま

住
民
の
手
続
き
を
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
行
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
向
上

国
民
健
康
保
険
の
主
管
課
で
あ
る
「
町
民

税
務
課
」
は
、
住
民
の
手
続
き
を
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
行
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
す
る

た
め
、
平
成
18
年
に
町
民
課
と
税
務
課
の
2

つ
の
課
が
統
合
し
て
で
き
た
課
で
す
。

国
保
、
後
期
の
資
格
・
給
付
管
理
・
保
険

税
（
料
）
の
賦
課
、
医
療
費
助
成
等
を
担
当

す
る
「
保
険
係
」、
戸
籍
、
住
基
、
年
金
等

を
担
当
す
る
「
戸
籍
・
住
民
係
」、
住
民
税
、

軽
自
動
車
税
、
入
湯
税
、
介
護
保
険
料
の
賦

課
を
担
当
す
る
「
住
民
税
係
」、
固
定
資
産

税
の
賦
課
を
担
当
す
る
「
固
定
資
産
税
係
」、

国
保
税
等
の
収
納
を
担
当
す
る
「
徴
収
係
」

の
5
つ
の
係
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
業
務
内

容
が
幅
広
く
な
っ
て
い
ま
す
。
保
険
係
で

は
、
保
険
事
業
以
外
に
窓
口
で
の
住
民
票
等

の
交
付
や
確
定
申
告
も
ほ
か
の
係
と
連
携
し

て
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
特
定
保
健
指
導
や
町
全
体
の
健
康

づ
く
り
、
介
護
保
険
事
業
等
は
「
保
健
福
祉

課
」
で
担
当

し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ

の
2
つ
の
課

で
住
民
の

方
々
の
健
康

の
増
進
と
安

定
し
た
生
活

の
維
持
の
た

め
連
携
し
て

取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

ミ
ニ
講
話
と
し
て
、
糖
尿
病
に
関
す
る
こ

と
だ
け
で
な
く
、
健
診
結
果
か
ら
見
え
る

地
区
現
状
も
併
せ
て
伝
え
て
い
ま
す
。

ハ
イ
リ
ス
ク
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
け
で
な

く
、
町
民
が
身
近
な
問
題
と
し
て
考
え
ら

れ
る
よ
う
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー

チ
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

町
の
保
健
事
業
と
し
て
、
運
動
習
慣
の

あ
る
町
民
の
増
加
を
目
指
し
、
そ
の
リ
ー

ダ
ー
的
存
在
と
し
て
活
躍
す
る
、「
健
活

サ
ポ
ー
タ
ー
」の
養
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
こ
れ
ま
で
作
成
し
た
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
マ
ッ
プ
の
コ
ー
ス
を
実
際
に
歩
い

て
検
証
し
た
り
、
身
体
を
動
か
す
大
切
さ

を
住
民
に
伝
え
る
こ
と
を
目
標
に
活
動

し
て
い
ま
す
。
サ
ポ
ー
タ
ー
が
自
分
た
ち

で
作
成
し
た
コ
ー
ス
を
検
証
し
た
あ
と
は
、

「
坂
道
が
ち
ょ
う
ど
よ
い
負
荷
に
な
っ
て
い

る
」、「
膝
が
痛
い
人
向
け
に
は
、
こ
の
コ
ー

ス
が
適
し
て
い
る
」
な
ど
意
見
を
出
し
合

い
感
想
を
発
表
し
合
い
ま
す
。

ま
た
、「
地
区
の
見
所
を
回
り
な
が
ら

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
す
る
と
楽
し
み
も
増
え
る

よ
ね
」、「
こ
の
コ
ー
ス
は
、
秋
に
歩
く
と

蔵
王
山
や
紅
葉
が
素
晴
ら
し
い
」
な
ど
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
す
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、

地
区
や
町
の
良
さ
も
再
確
認
で
き
、
健
康

づ
く
り
が
ま
ち
づ
く
り
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
と
強
く
実
感
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
気
軽
に
出
か
け
て
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
を
健

活
サ
ポ
ー
タ
ー
と
一
緒
に
企
画
を
し
て
い

き
ま
す
。

蔵
王
の
自
然
を
味
わ
い

な
が
ら
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

保
健
事
業
に

　
　
　
『
プ
ラ
ス
１
』！

蔵王町　町民税務課

地区の現状を伝える健康講話

ウォーキングで町の良さを再確認

ざおうさまもダイエット中
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「保険者努力支援制度への本県の取り組み状況」

評価指標 獲得率 乖離H30 H31
　（指標１） 市町村指標の都道府県単位評価

（１）特定健康診査の実施率 40.0 40.0 0.0
（２）特定保健指導の実施率 40.0 40.0 0.0
（３）糖尿病等の重症化予防の取組の実施状況 0.0 66.6 66.6
（４）個人へのインセンティブの提供の実施 50.0 100.0 50.0
（５）後発医薬品の使用割合 75.0 75.0 0.0
（６）保険料（税）収納率 50.0 50.0 0.0

　（指標２） 都道府県の医療費水準に関する評価 　 　 　
（１）年齢調整後一人当たり医療費 0.0 0.0 0.0
（２）年齢調整後一人当たり医療費の改善状況 0.0 83.3 83.3

　（指標３） 都道府県の取組状況の評価 　 　 　
（１）医療費適正化等の主体的な取組状況 　 　 　

　 　①糖尿病等重症化予防の取組 50.0 100.0 50.0
　 　②市町村への指導・助言等 　 　 　
　 　　❶給付点検に関する取組状況 100.0 100.0 0.0
　 　　❷不正利得の回収に関する取組状況 100.0 100.0 0.0
　 　　❸第三者求償に関する取組 100.0 100.0 0.0
　 　③保険者協議会への積極的関与 ー 100.0 ー
　 　④都道府県によるＫＤＢ等を活用した医療費分析 ー 100.0 ー

（２）決算補填等目的の法定外一般会計繰入等の削減 100.0 100.0 0.0
（３）医療提供体制適正化の推進 ー 92.0 ー

体制構築加点 100.0 100.0 0.0

保険者共通の評価指標 獲得率 乖離H30 H31
共通① 特定健康診査・特定保健指導の受診率、メタボリックシンドローム該当者及び予備群の

減少率
（１）特定健康診査の受診率 43.1 40.0  ▲ 3.1
（２）特定保健指導の実施率 25.4 23.1 ▲ 2.3
（３）メタボリックシンドローム該当者及び予備群の減少率 44.8 37.4 ▲ 7.4

共通② 特定健診以外の他の健診の実施や健診結果等に基づく受診勧奨等の取組の実施状況
（１）がん検診受診率 50.0 33.3 ▲ 16.7
（２）歯科検診実施状況 94.2 94.2 0.0

共通③ 糖尿病等の重症化予防の取組の実施状況 39.2 67.1 27.9
共通④ 広く加入者に対して行う予防・健康づくりの取組の実施状況

（１）個人へのインセンティブの提供の実施 28.3 57.5 29.2
（２）個人への分かりやすい情報提供の実施 97.1 100.0 2.9

共通⑤ 加入者の適正受診・適正服薬を促す取組の実施状況　重複・多剤投与者に対する取組 40.0 85.7 45.7
共通⑥ 後発医薬品の使用促進に関する取組の実施状況

（１）後発医薬品の促進の取組 37.9 88.9 51.0
（２）後発医薬品の使用割合 45.0 42.2 ▲ 2.8

国保固有の評価指標 獲得率 乖離H30 H31
固有① 収納率向上に関する取組の実施状況　保険料（税）収納率 25.8 37.8 12.0
固有② 医療費等の分析　データヘルス計画の実施状況 69.8 87.8 18.0
固有③ 給付の適正化等　医療費通知の取組の実施状況 91.4 100.0 8.6
固有④ 地域包括ケアの推進（在宅医療・介護の連携等） 30.1 54.2 24.1
固有⑤ 第三者求償の取組状況 49.4 58.2 8.8
固有⑥ 適正かつ健全な事業運営の実施状況

（１）（制度）適用の適正化状況 60.6 74.2 13.6
（２）給付の適正化状況 55.4 63.6 8.2
（３）保険料（税）収納対策状況 57.7 77.1 19.4
（４）その他 17.1 33.5 16.4
体制構築加点 100.0 100.0 0.0

保険者努力支援制度（都道府県分）の得点の獲得率の比較【速報値】

保険者努力支援制度（市町村分）の得点の獲得率の比較【速報値】

（単位：％）

（単位：％）

（単位：％）

●
保
険
者
努
力
支
援
制
度
の
概
要

保
険
者
努
力
支
援
制
度
は
、
医
療
費

適
正
化
や
糖
尿
病
等
の
重
症
化
予
防
な

ど
に
係
る
都
道
府
県
や
市
町
村
の
取
組

状
況
を
国
が
評
価
し
、
そ
の
結
果
に
応

じ
て
、
国
が
交
付
金
を
交
付
す
る
制
度

で
す
。

平
成
31
年
度
に
交
付
さ
れ
る
分
の
予

算
規
模
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
分

が
約
５
０
０
億
円
、
市
町
村
分
が
約

５
０
０
億
円
、
計
約
１
０
０
０
億
円
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

 

●�

平
成
31
年
度
の
保
険
者
努
力

支
援
制
度
の
評
価
指
標
・
配

点
の
見
直
し
状
況

保
険
者
努
力
支
援
制
度
の
評
価
指
標

に
つ
い
て
は
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
適

切
な
付
与
に
向
け
た
見
直
し
の
観
点

と
、
都
道
府
県
、
市
町
村
の
取
組
目
標

と
し
て
の
予
見
可
能
性
の
両
方
を
勘
案

し
て
時
点
修
正
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
配
点
に
つ
い
て
も
、
平
成
30
年

度
の
配
点
を
基
本
と
し
つ
つ
も
、
指
標

の
重
要
度
等
を
勘
案
し
て
、
必
要
な
見

直
し
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
市
町
村
分
に
つ
い
て

は
、
平
成
30
年
度
は
「
重
複
服
薬
者
に

対
す
る
取
組
」
で
あ
っ
た
も
の
が
、「
重

複
・
多
剤
投
与
者
に
対
す
る
取
組
」
に

変
更
と
な
り
、
後
発
医
薬
品
の
使
用
割

合
に
関
す
る
配
点
が
、
大
幅
に
上
昇
し

た
り
と
い
っ
た
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
県
分
に
つ
い
て
も
、「
保

険
者
協
議
会
へ
の
積
極
的
な
関
与
」
や

「
都
道
府
県
に
よ
る
Ｋ
Ｄ
Ｂ
等
を
活
用
し

た
医
療
費
分
析
」
が
、
新
た
に
評
価
指

標
に
追
加
さ
れ
た
ほ
か
、
配
点
に
つ
い

て
も
一
部
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

●
宮
城
県
の
状
況

　
本
県
で
は
、
平
成
30
年
度
の
保
険
者

努
力
支
援
制
度
の
評
価
が
、
都
道
府
県

分
、
市
町
村
分
と
も
に
全
国
平
均
を
下

回
っ
て
お
り
、
評
価
向
上
を
図
る
た
め
、

平
成
30
年
７
月
下
旬
に
市
町
村
担
当
者

会
議
を
開
催
し
て
評
価
指
標
の
内
容
を

改
め
て
説
明
す
る
と
と
も
に
、
８
月
下

旬
か
ら
は
新
た
に
全
市
町
村
を
対
象
に

し
た
個
別
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
他

市
町
村
が
取
組
ん
で
い
る
優
良
事
例
の

紹
介
な
ど
を
積
極
的
に
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
速
報
段
階
と
は
な
り
ま

す
が
、
市
町
村
分
に
つ
い
て
、
得
点
の

獲
得
率
が
１
０
０
％
（
全
て
の
市
町
村

で
実
施
済
み
等
）
と
な
っ
た
評
価
指
標

が
、
平
成
30
年
度
は
な
か
っ
た
の
に
対

し
、「
共
④
（
２
）
個
人
へ
の
分
か
り

や
す
い
情
報
提
供
の
実
施
」、「
固
③
医

療
費
通
知
の
取
組
の
実
施
状
況
」
の
２

指
標
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
以

外
に
も
「
共
⑥
（
１
）
後
発
医
薬
品
の

促
進
の
取
組
」、「
共
⑤
重
複
・
多
剤
投

与
者
に
対
す
る
取
組
」、「
共
④
（
１
）

個
人
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
提
供
の

実
施
」
な
ど
12
指
標
が
前
年
度
の
得
点

の
獲
得
率
を
上
回
り
ま
し
た
。

一
方
、
平
成
30
年
度
の
評
価
を
下

回
っ
て
し
ま
っ
た
指
標
と
し
て
は
、「
共

②
（
１
）
が
ん
検
診
受
診
率
」、「
共
①

（
３
）
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

該
当
者
及
び
予
備
群
の
減
少
率
」
な
ど

が
該
当
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
取
組
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
評
価
向
上
を
目

指
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
同
様
に
県
分
に
つ
い
て
は
、

得
点
の
獲
得
率
が
平
成
30
年
度
の
評
価

を
上
回
っ
た
評
価
指
標
は
14
指
標
中
、

４
指
標
あ
り
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、

「
指
標
２
（
２
）
年
齢
調
整
後
一
人
当

た
り
医
療
費
の
改
善
状
況
」、「
指
標
１

（
３
）
糖
尿
病
等
の
重
症
化
予
防
の
取

組
の
実
施
状
況
」、「
指
標
１
（
４
）
個

人
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
提
供
の
実

施
」
及
び
「
指
標
３
（
１
）
①
糖
尿
病

等
重
症
化
予
防
の
取
組
」
で
あ
り
、
一

方
、
下
回
っ
た
指
標
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

 

●
ま
と
め

県
で
は
、
県
と
市
町
村
が
一
体
と

な
っ
て
さ
ら
な
る
健
康
づ
く
り
を
推
進

し
、
評
価
向
上
を
図
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
今
後
も
、
こ
の

紙
面
を
活
用
し
、
評
価
向
上
の
た
め
の

取
組
状
況
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、
本
県
の
健
康

づ
く
り
の
推
進
と
評
価
向
上
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
保
険
者
と
被
保
険
者
の

皆
様
の
御
理
解
、
御
協
力
が
不
可
欠
で

す
の
で
、
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

宮城県だより

注）上記の数値はいずれも速報値であり、後日確定する数値と差異が生じる場合があります。
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は
じ
め
に

特
定
健
診
の
目
的
の
一
つ
は
、
未

治
療
ハ
イ
リ
ス
ク
者
を
把
握
し
治
療

を
促
す
こ
と
で
、
高
額
医
療
の
発
生

を
予
防
す
る
こ
と
で
あ
る
。
現
状
で

は
ど
の
程
度
の
未
治
療
ハ
イ
リ
ス
ク

者
が
、
健
診
を
き
っ
か
け
に
治
療
を

開
始
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
は
、
血
圧
を
例
に
国
保
保

険
者
の
実
デ
ー
タ
を
分
析
し
て
、
そ

の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

実
デ
ー
タ
の
分
析
に
よ
り

浮
か
び
上
が
る
三
つ
の
課
題

下
図
は
、
あ
る
年
度
の
健
診
に
お

い
て
高
血
圧
グ
レ
ー
ド
Ⅰ
、
グ
レ
ー

ド
Ⅱ
、
グ
レ
ー
ド
Ⅲ
で
あ
っ
た
未
治

療
者
を
対
象
と
し
て
、
翌
年
の
健
診

受
診
状
況
と
治
療
状
況
を
評
価
し
た

も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
高
血
圧
未
治
療
で
あ
っ
た

受
診
者
の
う
ち
、
高
血
圧
グ
レ
ー
ド

Ⅰ
の
約
3
分
の
1
が
翌
年
の
健
診
を

受
診
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

高
血
圧
区
分
が
高
く
な
る
ほ
ど
未
受

診
率
は
高
く
、
グ
レ
ー
ド
Ⅲ
で
は
約

半
数
の
人
が
受
診
し
て
い
な
い
。

翌
年
の
受
診
者
の
う
ち
治
療
中
で

は
な
い
人
を
見
る
と
、高
血
圧
グ
レ
ー

ド
Ⅰ
で
は
約
半
数
が
正
常
域
と
な
っ

て
い
る
の
に
対
し
、
グ
レ
ー
ド
Ⅱ
以

上
で
は
ほ
と
ん
ど
が
高
血
圧
域
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
翌
年
受
診

者
の
治
療
の
有
無
を
見
る
と
、
高
血

圧
区
分
が
高
く
な
る
ほ
ど
治
療
す
る

割
合
は
高
い
が
、グ
レ
ー
ド
Ⅲ
で
あ
っ

て
も
治
療
を
開
始
し
た
人
は
約
半
数

に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
三
つ
の
課
題
が

浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

課
題

１
．
高
血
圧
未
治
療
者
で
特
定
健
診

を
継
続
受
診
し
な
い
人
が
多
い
。

特
定
健
診
を
受
診
さ
せ
る
こ
と
は
、

高
血
圧
未
治
療
者
を
把
握
す
る
唯
一

の
方
法
で
あ
る
。
現
状
で
は
高
血
圧

区
分
が
重
症
と
な
る
ほ
ど
翌
年
の
未

受
診
率
が
高
い
が
、
こ
う
し
た
問
題

へ
の
取
り
組
み
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ

て
い
な
い
。
翌
年
の
未
受
診
者
は
保

健
事
業
の
対
象
か
ら
漏
れ
て
し
ま
う
。

ま
ず
は
、
健
診
で
要
治
療
区
分
と

な
っ
た
人
を
継
続
受
診
さ
せ
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
前
年
度
の
未
治
療

ハ
イ
リ
ス
ク
者
に
重
点
的
な
受
診
勧

奨
を
行
っ
て
未
受
診
を
防
ぎ
、
保
健

事
業
の
枠
組
み
か
ら
ド
ロ
ッ
プ
ア
ウ

ト
し
に
く
い
仕
組
み
を
構
築
し
た
い
。

２
．
高
血
圧
の
程
度
に
よ
り
、
翌
年

に
正
常
域
と
な
る
割
合
が
大
き
く
異

な
る
。

軽
症
な
高
血
圧
未
治
療
者
は
、
翌

年
に
正
常
域
と
な
る
割
合
が
高
い
。

対
し
て
、
高
血
圧
区
分
が
グ
レ
ー
ド

Ⅱ
以
上
の
人
の
多
く
は
翌
年
も
高
血

圧
域
に
と
ど
ま
り
、
高
額
医
療
の
可

能
性
が
高
ま
る
。
従
っ
て
、
一
回
目

の
健
診
結
果
に
よ
る
重
点
的
な
受
療

勧
奨
の
抽
出
基
準
は
、高
血
圧
グ
レ
ー

ド
Ⅱ
以
上
が
現
実
的
で
あ
る
。
軽
症

な
高
血
圧
未
治
療
者
を
対
象
と
す
る

場
合
は
二
回
以
上
継
続
し
て
高
血
圧

区
分
と
な
る
人
を
対
象
と
す
る
方
が

よ
い
。

保
健
事
業
の
効
率
を
高
め
る
た
め

に
は
、
高
額
医
療
リ
ス
ク
の
高
い
対

象
者
を
優
先
す
る
な
ど
対
象
者
選
定

方
法
に
も
注
意
し
た
い
。

３
．
高
血
圧
区
分
が
高
く
て
も
、翌
年

ま
で
に
治
療
を
始
め
る
人
は
少
な
い
。

現
状
で
は
、
高
血
圧
未
治
療
者
で

翌
年
治
療
し
て
い
る
人
の
割
合
は

30
％
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
未

治
療
ハ
イ
リ
ス
ク
者
は
健
診
時
に
医

師
な
ど
か
ら
指
摘
を
受
け
て
も
、
未

治
療
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
。

今
後
は
文
書
に
加
え
、
電
話
や
訪

問
な
ど
密
度
の
高
い
受
療
勧
奨
を

行
っ
て
、
積
極
的
に
受
療
を
促
す
仕

組
み
を
構
築
し
、
治
療
に
結
び
つ
け

る
必
要
が
あ
る
。

効
果
的
な
保
健
指
導
の

実
施
に
向
け
て

保
健
指
導
の
実
施
率
向
上
の
課
題

は
重
要
で
あ
る
が
、
一
方
で
質
の
担
保

も
重
要
で
あ
る
。
保
健
指
導
は
、
効

果
が
な
け
れ
ば
実
施
す
る
意
義
は
小

さ
い
。
対
象
者
に
と
っ
て
は
時
間
の

無
駄
と
な
り
、
保
険
者
に
と
っ
て
は
、

量
的
な
目
標
を
達
成
し
て
も
被
保
険

者
の
循
環
器
疾
患
リ
ス
ク
の
低
下
が

な
け
れ
ば
、
事
業
の
意
味
が
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。
保
健
指
導
は
、
常
に
効
果

（
指
導
の
質
）
を
意
識
し
て
展
開
す
べ

き
で
あ
る
。

以
前
よ
り
、
学
会
や
保
険
者
協
議

会
な
ど
で
行
っ
て
い
る
保
健
指
導
の

研
修
会
で
は
、
下
表
に
示
し
た
よ
う
に

「
保
健
指
導
の
効
果
を
高
め
る
技
術
要

因
」
が
6
つ
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
き

た
。
こ
れ
ら
の
技
術
を
習
得
す
る
こ

と
が
、
効
果
的
な
保
健
指
導
に
つ
な

が
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
近
年
の

循
環
器
疾
患
予
防
の
疫
学
研
究
は
急

速
に
進
歩
し
て
お
り
、
様
々
な
知
識

や
技
術
が
使
用
で
き
る
時
代
に
な
っ

て
い
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
情
報
は

コ
ン
パ
ク
ト
に
伝
え
る
よ
う
に
し
て

き
た
。
知
識
や
そ
の
効
果
的
な
提
供

法
は
、
保
健
指
導
の
教
材
を
整
備
す

る
こ
と
で
習
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ア
セ
ス
メ
ン
ト
や
効
果
評
価
も
同
様

で
あ
る
。

し
か
し
、
保
健
指
導
に
お
け
る
動

機
付
け
・
支
援
技
術
に
つ
い
て
は
ほ

と
ん
ど
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
さ
れ
て
お
ら

ず
、
残
念
な
が
ら
簡
単
な
研
修
で
は
効

果
が
上
が
っ
た
と
は
言
え
な
か
っ
た
。

研
修
後
も
多
く
の
受
講
者
は
、「
一
方

的
な
説
明
や
押
し
つ
け
」
と
い
っ
た

基
本
的
な
指
導
技
術
の
課
題
を
修
正

で
き
な
か
っ
た
。

そ
の
反
省
か
ら
、
最
近
の
研
修
で

は
動
機
付
け
を
中
心
と
し
た
面
接
技

術
に
重
点
を
置
く
よ
う
に
し
て
い
る
。

保
健
指
導
に
お
け
る
動
機
付
け
と
は
、

対
象
者
の
弱
み
や
困
っ
て
い
る
こ
と

を
短
時
間
で
引
き
出
し
、
最
も
負
担

が
少
な
く
効
果
の
上
が
る
方
法
を
提

供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
意
欲
を
高
め

て
実
施
を
促
す
も
の
で
あ
る
。

面
接
は
対
象
者
と
の
距
離
の

取
り
方
に
強
弱
を

面
接
技
術
に
共
通
す
る
課
題
は
、

「
押
し
過
ぎ
」
で
あ
る
。
自
覚
的
に
押

し
が
弱
く
効
果
が
出
な
い
こ
と
に
悩

む
支
援
者
も
、
実
は
「
押
し
過
ぎ
」
で

あ
る
こ
と
が
多
い
。
面
接
の
初
め
か

ら
対
象
者
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け

続
け
、
対
象
者
が
逃
げ
腰
に
な
っ
て

も
さ
ら
に
「
正
し
い
こ
と
」
を
押
し

付
け
よ
う
と
す
る
。
こ
れ
で
は
効
果

的
な
指
導
は
難
し
い
。
ど
ん
な
に
正

し
い
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
相
手
に
受

容
す
る
気
持
ち
が
な
け
れ
ば
、
た
だ

の
お
せ
っ
か
い
と
な
っ
て
し
ま
う
。

こ
う
し
た
単
調
な
押
し
付
け
の
指

導
か
ら
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
る
方
法

と
し
て
強
調
し
た
い
こ
と
は
、
対
象

者
と
の
距
離
の
取
り
方
で
あ
る
。
サ
ッ

カ
ー
の
ド
リ
ブ
ル
を
例
に
あ
げ
る
と
、

緩
急
を
付
け
る
こ
と
で
う
ま
く
ゴ
ー

ル
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
が
、
ど

ん
な
に
速
く
て
も
単
調
な
ド
リ
ブ
ル

で
は
、
ゴ
ー
ル
に
近
づ
く
こ
と
は
難

し
い
。
面
接
で
も
強
弱
を
意
識
し
た

組
み
立
て
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
ず
、
面
接
の
初
め
に
支
援
者
は
、

意
図
的
に
椅
子
に
背
中
を
つ
け
て
対

象
者
と
の
距
離
を
保
つ
こ
と
を
提
唱

し
て
い
る
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
対

象
者
が
身
を
乗
り
出
す
余
地
を
作
る
。

も
ち
ろ
ん
対
象
者
の
興
味
を
高
め
る

た
め
の
情
報
提
供
も
重
要
で
あ
る
。

「
引
く
技
術
」
を
理
解
し
て

指
導
効
果
の
向
上
へ

対
象
者
の
受
容
度
が
、
提
案
し
た

い
行
動
目
標
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
状

態
に
な
っ
た
と
評
価
し
た
ら
、
思
い

切
っ
て
身
を
乗
り
出
す
の
で
あ
る
。
こ

の
時
、
距
離
を
保
っ
て
お
い
た
効
果

に
よ
り
、
対
象
者
に
強
い
イ
ン
パ
ク

ト
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。「
押
し

が
弱
い
」
と
思
っ
て
い
る
支
援
者
は
、

「
引
く
技
術
」
が
充
分
で
は
な
い
場
合

が
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
と
よ
い
。

「
引
く
技
術
」
な
ど
の
具
体
的
な
課

題
に
つ
い
て
、
支
援
者
同
士
の
ロ
ー

ル
プ
レ
イ
ン
グ
な
ど
で
繰
り
返
し
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
す
る
と
と
も
に
、
課
題

を
意
識
し
な
が
ら
普
段
の
指
導
に
臨

む
こ
と
で
、
保
健
指
導
の
技
術
が
高

ま
り
指
導
効
果
が
上
が
る
こ
と
が
期

待
で
き
る
。

保健指導の効果を高める技術要因

生活習慣のアセスメント技術１

専門家としての充分な知識2

知識を伝える技術3

動機付けの技術4

支援の技術5

適切な評価技術6

生年月日　1955 年 8 月 24 日
合同会社生活習慣病予防研究センター代表
日本循環器病予防学会理事
国立循環器病研究センター予防健診部客員部長
滋賀医科大学社会医学講座公衆衛生学部門客員教授
岩手医科大学非常勤講師
日本大学医学部兼任講師

（記事提供：社会保険出版社）

岡山　明（おかやま　あきら）

未
治
療
ハ
イ
リ
ス
ク
者
対
策
の
現
状
と
課
題

保
健
指
導
の
面
接
技
術

　
―
特
定
保
健
指
導
制
度
を
支
え
る
キ
ー
ワ
ー
ド
―

出典：AMED「実践情報の解析による効果的な保健指導の開発と評価に関する研究」班（2014～2016）
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平
成
30
年
11
月
６
日
（
火
）

「
平
成
30
年
度
第
２
回
市
町
村

国
保
・
保
健
及
び
国
保
組
合

等
関
係
者
研
修
会
」
を
開
催

し
た
。

　
研
修
会
で
は
、「
国
保
保
険

者
の
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
に

つ
い
て
」
と
題
し
、
本
会
保

健
事
業
支
援
・
評
価
委
員
会

の
委
員
で
も
あ
る
東
北
大
学

大
学
院
医
学
系
研
究
科
地
域

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
看
護
学
分
野　

講
師　
津
野
陽
子
氏
か
ら
講

演
を
い
た
だ
い
た
。
津
野
氏

は
「
第
１
期
で
策
定
し
た
計

画
に
つ
い
て
、
第
２
期
で
あ

ら
た
め
て
整
理
が
で
き
た
と

こ
ろ
だ
と
思
う
。
特
定
健
診
、

レ
セ
プ
ト
の
デ
ー
タ
を
活
用

し
て
身
の
丈
に
応
じ
た
保
健

事
業
を
実
施
し
、
小
さ
な
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
を
た
く
さ
ん
回
す
こ

と
で
、
小
さ
く
積
み
上
げ
て

目
標
を
達
成
し
て
い
く
こ
と

が
大
事
。」
と
述
べ
ら
れ
た
。

　
講
演
に
引
き
続
き
、
平
成

29
年
度
に
本
会
が
実
施
し
た

「
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
Ｋ
Ｄ

Ｂ
）
シ
ス
テ
ム
分
析
支
援
モ

デ
ル
事
業
」
に
つ
い
て
参
加

し
た
２
保
険
者
か
ら
発
表
を

い
た
だ
い
た
。
七
ヶ
浜
町
健

康
増
進
課
保
健
師
の
鈴
木
智

美
氏
か
ら
は
「
事
業
に
参
加

し
た
こ
と
で
第
２
期
デ
ー
タ

ヘ
ル
ス
計
画
を
国
保
、
保
健
、

介
護
部
門
共
有
し
て
作
成
す

る
こ
と
が
で
き
た
。」、
大
和

町
保
健
福
祉
課
管
理
栄
養
士

の
金
澤
季
代
子
氏
か
ら
は「
国

保
担
当
課
で
は
医
療
費
の
状

況
等
を
捉
え
、
保
健
事
業
担

当
課
で
は
有
所
見
者
情
報
の

把
握
を
経
年
で
行
い
、
町
の

健
康
維
持
、
医
療
費
適
正
化

に
連
携
し
て
取
組
む
こ
と
が

重
要
。」と
の
発
表
が
あ
っ
た
。

　
大
会
冒
頭
、
岡
﨑
誠
也
大

会
会
長
（
国
保
中
央
会
会
長
）

は
主
催
者
挨
拶
の
中
で
、「
今

後
ま
す
ま
す
少
子
高
齢
化
が

進
む
な
か
で
、
医
療
費
の
さ

ら
な
る
増
加
は
必
至
で
あ
り
、

国
保
を
取
り
巻
く
環
境
は
依

然
と
し
て
厳
し
い
も
の
が
見

込
ま
れ
る
。
国
保
制
度
を
持

続
可
能
な
も
の
と
し
て
い
く

た
め
に
は
、
国
に
お
い
て
も

そ
の
重
要
な
責
任
を
し
っ
か

り
と
果
た
す
こ
と
を
強
く
求

め
る
」
と
訴
え
、
国
に
対
し

て
万
全
な
対
応
を
要
請
し
た
。

続
い
て
、
岩
田
利
雄
千
葉
県

東
庄
町
長
（
全
国
町
村
会
代

表
）
に
よ
る
「
大
会
宣
言
」、

鈴
木
俊
彦
厚
生
労
働
事
務
次

官
等
に
よ
る
「
来
賓
挨
拶
」

が
行
わ
れ
、
そ
の
後
議
事
に

入
っ
た
。

　
議
事
で
は
、
議
長
団
に
山

本
賢
一
岩
手
県
軽
米
町
長
、

神
出
政
巳
和
歌
山
県
海
南
市

長
、
岩
田
東
庄
町
長
を
選
出

し
、
神
出
市
長
が
医
療
保
険

制
度
一
本
化
の
早
期
実
現
や

毎
年
３
４
０
０
億
円
の
公
費

投
入
を
確
実
に
実
施
す
る
こ

と
な
ど
、
９
項
目
の
決
議
文

を
読
み
上
げ
、
満
場
一
致
で

採
択
さ
れ
た
。

　
大
会
終
了
後
、
市
町
村
長

を
は
じ
め
と
し
た
大
会
参
加

者
の
代
表
者
が
各
班
に
分
か

れ
、
政
府
や
与
野
党
関
係
者
、

国
会
議
員
に
対
し
、
採
択
さ

れ
た
決
議
の
実
現
に
向
け
陳

情
を
行
っ
た
。

　
本
県
か
ら
は
齋
副
理
事
長

を
は
じ
め
、
３
名
の
国
保
関

係
者
が
参
加
し
、
大
会
終
了

後
に
は
、
小
林
常
務
理
事
が

前
述
の
陳
情
と
は
別
に
、
地

元
選
出
国
会
議
員
に
対
し
て

陳
情
を
実
施
し
た
。

小さなＰＤＣＡをたくさん回し目標達成を

国民健康保険が直面する諸問題の改善を期して
　　　　　　　　　　　　９項目を満場一致で採択

「国保保険者のデータヘルス計
画について」講演する津野氏

９項目の決議文を読み上げ、満場一致で
採択

モデル事業について発表す
る鈴木氏

モデル事業について発表す
る金澤氏

岡﨑会長は国に対して万全な対応を要請
した

国 保 連

Report

あおばの杜診療所　院長
石井　一

依存について
　―病膏肓に入り過ぎる―

H e a l t h  I n formation平成30年度第2回市町村国保・保健及び
国保組合等関係者研修会

国保制度改善強化全国大会
「医療保険制度一本化の早期実現や3,400億円の確実な公費投入を要請」

依
存
の
近
代
史

　
私
見
で
す
が
、
歴
史
を
変
え

る
病
と
い
う
の
が
２
種
類
あ
り

ま
す
。
一
つ
は
一
時
に
大
量
の

命
を
奪
う
感
染
症
、
中
世
西
欧

の
黒
死
病
（
ペ
ス
ト
）
な
ど
が

こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。
も
う
一

つ
は
生
物
学
的
に
は
致
死
的
で

は
な
く
と
も
大
衆
に
蔓
延
し
て

政
治
や
経
済
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
病
―
依
存
症
で
す
。
学

校
の
歴
史
の
授
業
で
教
わ
る
ア

ヘ
ン
戦
争
も
、
依
存
性
の
あ
る

ア
ヘ
ン
の
密
貿
易
が
英
国
・
中

国
（
清
）
間
の
経
済
摩
擦
を
も

た
ら
し
た
た
め
に
勃
発
、
幕
末

の
日
本
に
も
少
な
か
ら
ぬ
影
響

を
与
え
ま
し
た
。
そ
の
イ
ギ
リ

ス
の
産
業
革
命
に
も
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
の
大
量
発
生
が
絡
み
、

先
立
つ
大
航
海
時
代
に
は
新
大

陸
か
ら
タ
バ
コ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　
近
代
医
学
は
感
染
症
と
は
戦

い
続
け
て
抗
生
物
質
と
い
う
有

力
な
武
器
を
手
に
し
た
の
に
、

依
存
症
に
は
旗
色
が
悪
い
よ
う

で
す
。
昨
今
の
タ
バ
コ
や
ギ
ャ

ン
ブ
ル
に
関
す
る
論
争
を
見
て

い
て
も
、
ど
う
も
健
康
よ
り
政

治
や
経
済
の
方
が
優
先
し
て
し

ま
う
の
が
ヒ
ト
の
性
（
さ
が
）

な
の
で
し
ょ
う
。

依
存
の
本
質

　
さ
て
、
ア
ル
コ
ー
ル
や
タ
バ

コ
、
非
合
法
ド
ラ
ッ
グ
の
依
存

と
治
療
薬
の
依
存
を
一
緒
に
し

た
の
で
は
叱
ら
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
薬
物
依
存
と
い
う

観
点
で
は
こ
れ
ら
は
み
な
本
質

的
に
は
同
じ
も
の
で
す
。
ア
ル

コ
ー
ル
の
場
合
な
ら
、
飲
ま
ず

に
い
ら
れ
な
い
（
精
神
的
依
存
）、

量
が
増
え
る
（
耐
性
）、
や
め
る

と
手
が
ふ
る
え
た
り
、
冷
や
汗

が
出
た
り
と
い
っ
た
離
脱
症
状

が
出
る
（
身
体
的
依
存
）、
と
い

う
の
が
典
型
的
な
依
存
症
の
症

状
で
す
が
、
中
で
も
「
や
め
る

に
や
め
ら
れ
な
い
」
精
神
的
依

存
が
重
要
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
前
回
書
い
た
よ
う
に
、
実

際
は
眠
っ
て
い
る
の
に
「
薬
が

な
い
と
眠
れ
な
い
」
と
思
い
込

む
の
は
こ
の
精
神
的
依
存
に
他

な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、「
薬
が

効
か
な
く
な
っ
た
」
と
な
る
と
、

服
用
量
が
増
え
て
ふ
ら
つ
き
や

頭
重
感
、
日
中
の
眠
気
な
ど
の

副
作
用
に
悩
ま
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
す
。
転
倒
の
危
険

も
増
す
の
で
年
配
の
方
、
特
に

骨
粗
鬆
症
を
合
併
し
て
い
る
可

能
性
の
高
い
女
性
は
要
注
意
で

す
。
何
も
飲
ん
で
暴
れ
た
と
か
、

タ
バ
コ
の
吸
い
す
ぎ
で
肺
が
ん

に
な
っ
た
と
か
い
う
だ
け
が
依

存
症
の
悪
影
響
で
は
な
い
の
で

す
。
念
の
た
め
に
言
っ
て
お
く

と
、
ア
ル
コ
ー
ル
「
中
毒
」
あ

る
い
は
ニ
コ
チ
ン
「
中
毒
」
と

い
う
表
現
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
は
主
と
し
て
身
体
的
な
健
康

被
害
の
こ
と
を
指
し
、
依
存
は

メ
ン
タ
ル
な
も
の
を
指
す
と
い

う
こ
と
で
区
別
し
て
い
ま
す
。

「
入
り
過
ぎ
」
に
は

　
　
　

 

注
意
が
必
要

　
と
こ
ろ
で
「
病
膏
肓
に
入
る

（
や
ま
い
こ
う
こ
う
に
い
る
）」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
本

来
は
病
気
が
重
く
な
っ
て
治
り

難
く
な
っ
た
こ
と
を
言
い
ま
す

が
、
転
じ
て
「
物
事
に
熱
中
し

て
ど
う
し
よ
う
も
な
い
ほ
ど
の

状
態
に
な
る
（
広
辞
苑
よ
り
）」

こ
と
も
言
い
ま
す
。
最
近
は
薬

物
だ
け
で
は
な
く
、
ギ
ャ
ン
ブ

ル
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
の
め

り
こ
ん
で
自
己
制
御
で
き
な
く

な
る
の
も
「
非
物
質
性
」
の
依

存
と
す
る
考
え
方
が
出
て
き
て

い
ま
す
。
診
断
・
治
療
と
も
に

ま
だ
議
論
の
あ
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
本
来
ス
ト
レ
ス
解
消
の
た

め
に
始
め
た
も
の
が
新
た
な

病
気
の
き
っ
か
け
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
は
元
も
子
も
な
く
な
っ

て
し
ま
う
の
で
、
注
意
が
必
要

で
す
。

平成 30 年 11 月 16 日（金）、東京・明治神宮会館において国保中央会、国保連合会など国保関係９団体主催の下、国保制
度改善強化全国大会が開催された。大会には、全国の市町村長のほか、新たに保険者になった都道府県も含む国保関係者お
よそ 1,500 人が集結し、国民健康保険が直面する諸問題の改善を期して、９項目の決議を満場一致で採択した。大会終了後
には、市町村長を先頭に政府関係者等に対し、決議の実現に向けた陳情が行われた。
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依

開
会
挨
拶

　
は
じ
め
に
本
会
大
友
喜
助
理
事
長

（
角
田
市
長
）
が
挨
拶
に
立
ち
、
日

頃
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
、
住

民
の
生
活
と
健
康
を
守
る
た
め
に
、

日
々
尽
力
さ
れ
て
い
る
方
々
に
対
し

て
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。
ま
た
、

世
界
に
例
を
見
な
い
速
さ
で
人
口
の

高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る
我
が
国
に

お
い
て
、「
健
康
寿
命
の
延
伸
と
健

康
格
差
の
更
な
る
縮
小
を
目
指
し
、

健
康
増
進
対
策
に
一
層
取
り
組
む
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。」
と
述
べ

た
。

　
そ
の
後
、
開
催
地
の
町
長
と
し
て

浅
野
大
和
町
長
か
ら
歓
迎
の
挨
拶
、

来
賓
の
村
井
嘉
浩
宮
城
県
知
事
（
代

読
：
林
毅
保
健
福
祉
部
理
事
兼
次

長
）、
岡
﨑
誠
也
国
保
中
央
会
会
長

（
代
読
：
細
田
勝
巳
事
務
局
長
）
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

表
彰
状
授
与
式

　
引
き
続
き
、
国
保
功
労
者
へ
の
表

彰
授
与
式
が
行
わ
れ
た
。
授
与
式
で

は
そ
れ
ぞ
れ
の
受
賞
者
の
名
前
が
読

み
上
げ
ら
れ
、
受
賞
者
の
代
表
へ
表

彰
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
た
。

　
こ
の
後
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
塩

竈
市
の
佐
藤
昭
市
長
が
「
国
民
健
康

保
険
は
、
社
会
保
険
に
加
入
で
き
な

い
全
て
の
方
々
を
加
入
者
と
す
る
社

会
保
障
制
度
の
根
幹
を
な
す
制
度
で

あ
り
、
世
界
に
誇
れ
る
我
が
国
の
宝

で
あ
る
」「
私
た
ち
は
こ
う
し
た
誇

れ
る
業
種
に
長
年
携
わ
り
、
地
域
の

人
々
と
共
に
歩
ん
で
来
ら
れ
た
こ
と

は
、
身
に
余
る
幸
せ
で
あ
り
、
大
き

な
喜
び
で
あ
る
」
と
感
謝
し
、「
今

日
の
感
激
を
一
つ
の
契
機
と
し
て
、

住
民
の
健
康
を
守
り
、
支
え
と
な
り
、

健
や
か
な
社
会
の
実
現
を
図
る
た

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
・
立
場
に
お

い
て
、
地
域
住
民
の
医
療
・
福
祉
の

向
上
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
努
力
す

る
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

事
例
発
表

「
我
が
ま
ち
の
健
康
づ
く

り
・
ま
ち
づ
く
り
」

　
神
奈
川
県
健
康
増
進
課

　
　
　
た
ば
こ
対
策
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
正
彦
氏

　
平
成
25
年
度
に
策
定
し
た
「
神
奈

川
県
が
ん
対
策
推
進
計
画
」
に
重
点

項
目
と
し
て
「
た
ば
こ
対
策
の
推
進
」

を
位
置
づ
け
、
①
卒
煙
（
禁
煙
）
サ

ポ
ー
ト
事
業
の
推
進
、
②
未
成
年
者

の
喫
煙
防
止
対
策
、
③
受
動
喫
煙
の

防
止
を
柱
と
し
様
々
な
事
業
を
展
開

し
て
い
る
。

　
卒
煙
（
禁
煙
）
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
と
し
て
“
か
な
が
わ
卒
煙
塾
”

を
開
校
し
、
た
ば
こ
を
や
め
た
い
方

や
そ
の
家
族
を
対
象
に
、
た
ば
こ
の

健
康
影
響
や
卒
煙
方
法
の
情
報
提

供
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
等
に
よ
り
卒

煙
を
支
援
し
て
い
る
。

　
未
成
年
者
の
喫
煙
防
止
対
策
と
し

て
、
高
校
等
に
医
師
や
保
健
師
を
派

遣
し
喫
煙
防
止
教
育
を
実
施
し
た

り
、
小
学
生
、
中
高
生
、
大
学
生

向
け
の
啓
発
資
料
を
そ
れ
ぞ
れ
作

成
・
配
布
し
て
い
る
。
ま
た
、
ス
ト

ロ
ー
を
使
っ
た
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患

（
C
O
P
D
）
の
疑
似
体
験
や
タ
バ

コ
の
解
剖
実
験
を
通
じ
て
禁
煙
教
育

を
行
い
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
家

族
な
ど
身
近
な
喫
煙
者
へ
の
波
及
効

果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
受
動
喫
煙
に
よ
る
県
民
の
健
康
へ

の
悪
影
響
を
未
然
に
防
止
す
る
目
的

か
ら
、
公
共
施
設
に
お
け
る
受
動
喫

煙
防
止
条
例
を
2
0
1
0
年
4
月

か
ら
施
行
し
て
い
る
。
ま
た
、
世
界

禁
煙
デ
ー
・
禁
煙
週
間
を
中
心
に
県

内
各
地
で
受
動
喫
煙
防
止
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
る
。

特
別
講
演

「
笑
い
と
健
康
に
つ
い
て

～
笑
っ
て
ス
ト
レ
ス
解

消
！
生
活
習
慣
病
・
認
知

症
予
防
！
～
」

　
福
島
県
立
医
科
大
学
医
学
部

　
　
　
疫
学
講
座 

主
任
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
平
哲
也
氏

　
医
師
と
し
て
、
循
環
器
疾
患
を
は

じ
め
と
す
る
生
活
習
慣
病
、
認
知
症

な
ど
の
身
体
的
心
理
的
リ
ス
ク
フ
ァ

ク
タ
ー
の
研
究
や
、
心
理
的
健
康
と

生
活
習
慣
と
の
関
連
に
つ
い
て
、“
笑

い
”
と
い
う
視
点
か
ら
研
究
さ
れ
て

い
る
講
師
を
お
招
き
し
、
人
生
に
お

け
る
“
笑
い
”
と
“
健
康
”
の
関
連

に
つ
い
て
医
学
的
検
証
結
果
を
紹
介

し
つ
つ
、
後
半
は
「
笑
い
ヨ
ガ
」
を

紹
介
し
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
終

始
、
参
加
者
の
笑
い
が
絶
え
な
い
研

修
会
と
な
っ
た
。

さ
あ
実
践
し
よ
う
！

ス
ト
レ
ス
と
上
手
く
つ
き
あ
う

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
づ
く
り

ス
ト
レ
ス
の
影
響
を
受
け
や
す
い
人

　
ス
ト
レ
ス
は
か
ら
だ
の
弱
い
部
分

に
影
響
す
る
こ
と
が
多
い
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
同
じ
ス
ト
レ

ス
を
受
け
た
と
し
て
も
、
血
圧
の
上

昇
、
腹
痛
、
肩
こ
り
等
、
出
て
く
る

症
状
は
人
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
る
。

血
圧
値
が
高
く
な
る
ほ
ど
脳
卒
中
発

症
の
危
険
度
が
高
く
な
る
が
、
高
血

圧
、
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
、
糖

尿
病
、
胃
腸
疾
患
等
、
元
々
か
ら
だ

の
病
気
を
持
っ
て
い
る
人
の
方
が
、

ス
ト
レ
ス
の
影
響
を
受
け
や
す
い
と

考
え
ら
れ
る
。

男
性
と
女
性
の
ス
ト
レ
ス
解
消
法
の

違
い

　

男
性
は
“
飲
酒
”、
女
性
は
“
家

族
や
友
人
と
話
す
”
が
解
消
法
の
上

位
と
な
っ
て
い
る
が
、
男
性
に
つ
い

て
は
“
特
に
な
し
”
の
割
合
が
一
番

高
く
、
解
消
法
を
持
た
な
い
人
が
多

い
。

気
軽
に
相
談
で
き
る
家
族
、
友
人
を

持
と
う

　
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
時
に
、
家
族

や
友
人
に
相
談
す
る
こ
と
は
、
ス
ト

レ
ス
に
よ
る
心
身
へ
の
影
響
を
弱
め

る
働
き
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

る
。
普
段
か
ら
気
軽
に
相
談
で
き
る

家
族
、
友
人
、
職
場
の
上
司
・
同
僚

を
持
つ
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

笑
い
ヨ
ガ
と
は
？

　

笑
い
の
体
操
と
ヨ
ガ
の
呼
吸
法

を
組
み
合
わ
せ
た
新
し
い
健
康
法
。

ユ
ー
モ
ア
や
ジ
ョ
ー
ク
の
セ
ン
ス
は

不
要
。
皆
で
笑
う
と
笑
い
が
伝
染
し

て
よ
り
楽
し
く
笑
う
事
が
出
来
る
。

イ
ン
ド
の
ド
ク
タ
ー
、
マ
ダ
ン
・

カ
タ
リ
ア
が
考
案
し
今
で
は
世
界

1
0
0
ヶ
国
に
広
ま
っ
て
い
る
。

こくほ健康フォーラム 21

―みやぎ健民を目指して―
国 保 連

Report

　11 月 27 日、大和町のまほろばホールで、こくほ健康フォーラム 21 を開催。649 人の関係者が参集した。
　このフォーラムは健康増進事業の一層の活性化をめざし、県内関係者が一堂に会して健康づくり事業に関する意見・情報交換を
図り、保健事業推進・地域医療の振興と住民の健康保持・増進に寄与することを目的に毎年開催している。
　国保法施行 80 周年に当たる今年は、宮城県知事褒状・感謝状の授与のほか、国保中央会表彰及び宮城県国保連合会理事長表彰
が挙行され、合わせて 85 名の方々が永年の功績を称えられた。（受賞者の一覧は P14）

開会の挨拶をする大友理事長

表彰状授与式の様子

佐藤塩竈市長による受賞者代表謝辞

歓迎の挨拶をする浅野大和町長

「卒煙（禁煙）しやすい環境づく
りを支援している」と橋本氏

「笑いと健康」についてユーモ
アを交えながら講演する大平氏

笑いヨガで会場が一つに
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国 保 連 日 誌

［表紙作者紹介］
佐々木 洋子（ささきようこ）
イラストレーター
仙台市出身在住グラフィックデザイナーを経て 1987 年
よりフリーランス。水彩メインに手描き（アナログ）の
シンプルさと奥深さを楽しみながら追求しつつ、ほか切
り絵・アクリル画などでも制作
仙台を中心に活動中　個展／グループ展多数

平成30年10月
24 日 ●平成 30 年度第 2 回国保問題調査研究委員会
31 日 ●平成 30 年度第 2 回介護保険調査研究委員会

平成30年11月
6 日 ●平成 30 年度第 2 回市町村国保・保健及び

　国保組合等関係者研修会（法華クラブ）

13 日 ●平成 30 年度市町村国保主管課長・国保組合
　事務（局）長会議　

15 日 ●国保電算共同処理事務担当職員研修会
16 日 ●国保制度改善強化全国大会（東京・明治神宮会館）
19 日 ●平成 30 年度市町村介護保険主管課長会議
27 日 ●こくほ健康フォーラム 21（大和町まほろばホール）

平成30年12月
12 日 ●平成 30 年度保険料（税）適正算定マニュアル等研修会

・柔道整復療養費審査委員会　　15 日
・診療報酬審査委員会　18 ～ 20、22 ～ 23 日
・介護サービス苦情処理委員会　　 22 日
・介護給付費等審査委員会（医療部会）　25 日

・柔道整復療養費審査委員会　　16 日
・診療報酬審査委員会　20 ～ 22、24、26 日
・介護サービス苦情処理委員会　　22 日
・介護給付費等審査委員会（医療部会）　22 日

・柔道整復療養費審査委員会　 毎月中旬
・診療報酬審査委員会　　　　  〃  中旬～下旬
・介護給付費等審査委員会（医療部会）〃  下旬
・介護サービス苦情処理委員会　　　 〃  下旬

・柔道整復療養費審査委員会　　14 日
・診療報酬審査委員会　　18 ～ 22 日
・介護サービス苦情処理委員会　　20 日
・介護給付費等審査委員会（医療部会）　21 日

平成 31年 1～ 2月の行事予定
1 月 29 日 三役会議
2 月   7 日 理事会
　　 21 日 通常総会

◇第三者行為求償事務巡回相談 ◇レセプト点検事務巡回支援 

◇介護保険業務に係る保険者巡回訪問
10 月  3 日　多賀城市・東松島市

◇健康づくり支援事業

国 保 連 コ ー ナ ー

※開催場所の記載がないものは原則本会会議室で開催

編 集 後 記
　本年度は今回が最終号となります。1 年間、お付き合いくださりあ
りがとうございました。
　また、御多忙にもかかわらず企画に御協力をいただいた宮城県庁国
保医療課の皆様、蔵王町役場の皆様、石井院長、佐々木行政栄養士に
厚く御礼申し上げます。内部の担当者においては、研修会や全国大会、
健康フォーラム 21 のリポート等々、御助力いただき感謝いたします。

　1 年を通して、保健事業やデータヘルスに関する企画を中心に構成し、
その道の第一人者である岡山 明氏の寄稿記事（こくほ随想）も掲載し
ました。皆様の取り組みに少しでも役立てていただければ幸いです。
　「みやぎの国保」は、来年度も発刊を予定しております。引き続き
編集長に任命されるかは分かりませんが、変わらぬ御支援をよろしく
お願い申し上げます。（R.W）

10 月  3 日　泉区・太白区
       11 日　南三陸町・石巻市
       16 日　角田市・白石市
       19 日　気仙沼市
       23 日　七ヶ宿町・蔵王町
       25 日　村田町・岩沼市
       26 日　亘理町
       30 日　松島町・七ヶ浜町

10 月 3 日　大崎市
       10 日　東松島市・石巻市
       16 日　美里町
       17 日　南三陸町
       24 日　丸森町・山元町
       25 日　大衡村
       26 日　仙台市・利府町
       30 日　亘理町・名取市
       31 日　登米市

10月13 日　柴田町
       14 日　石巻市
       20 日　大崎市
       21 日　角田市・大衡村・大河原町
       28 日　気仙沼市・加美町・丸森町
11 月  3 日　白石市

11月  2 日　登米市・美里町
         7 日　大衡村・大和町
         8 日　加美町・色麻町
       13 日　大郷町・利府町
       15 日　栗原市
       20 日　歯科医師国保組合
　　　　　   宮城県建設業国保組合

11 月 2 日　塩竈市　
         7 日　多賀城市
       12 日　岩沼市
       15 日　角田市・白石市
       16 日　川崎町
       19 日　気仙沼市
       27 日　栗原市　
       29 日　富谷市
       30 日　利府町

       11 日　利府町
       18 日　村田町
◇元気な高齢者支援事業等
10 月  2 日　大崎市
       19 日　仙台市秋保
11 月  5 日　角田市
       29 日　南三陸町

明けましておめでとうございます。 みやぎ蔵王の樹氷
　迫力ある独特の形から「アイスモンスター」や「ス
ノーモンスター」と呼ばれる「樹氷」は、アオモリ
トドマツに、氷と雪が張り付いてできたもの。世界
的にも珍しく、国内では蔵王や八甲田（青森県）、八
幡平（秋田県）など限られた場所でしか見られせん。

「宮城蔵王すみかわスノーパーク」では、暖房付乗用
雪上車ワイルドモンスター号で樹氷を間近に見るツ
アーを開催しています。

宮城県知事褒状 宮城県知事感謝状
１　保険者の長 角 田 市 水　戸　理　恵 国民健康保険診療報酬審査委員会委員

塩 竈 市 佐　藤　　　昭 角 田 市 礒　村　直　美 平　本　哲　也
多賀城市 菊　地　健次郎 山 元 町 高　橋　千代子 富　澤　信　夫
大 和 町 浅　野　　　元 利 府 町 伊　藤　文　子 阿　部　達　也

２　市町村国保事業従事職員 利 府 町 櫻　井　明　子 榛　澤　清　昭
塩 竈 市 中　井　知　子 ３　国民健康保険組合役員及び職員 八丁目　直　寛
角 田 市 日　下　朋　子

荘　司　秀　憲
佐　藤　　　勝

角 田 市 泉　　　洋　子 熱　海　啓　一

国民健康保険中央会表彰
１　国民健康保険団体連合会役員 角 田 市 礒　村　直　美 気仙沼市 松　永　良　一

佐　藤　　　昭 大 崎 市 杉　下　留美子 栗 原 市 阿　部　　　裕
浅　野　　　元 大 崎 市 清　野　昌　子 丸 森 町 小　林　厚　美

２　国民健康保険診療報酬審査委員会委員 大 崎 市 土　屋　恵美子 丸 森 町 荒　川　さとみ
新　井　宣　博 大 崎 市 浅　野　恭　子 涌 谷 町 明　石　正　浩
中　目　義　則 大 崎 市 大　友　敦　子 涌 谷 町 佐々木　竹　子

３　市町村等職員 加 美 町 今　野　 　恵 涌 谷 町 八　木　和　美
山 元 町 佐　藤　睦　美 加 美 町 髙　橋　千賀子 涌 谷 町 錦　戸　志津江

４　市町村保健師 ５　国民健康保険診療施設及び
 　　　　　　　　介護事業所勤務者

涌 谷 町 木　村　　　香
気仙沼市 前　田　都佐子 涌 谷 町 須　田　亜津美
角 田 市 水　戸　理　恵 気仙沼市 畠　山　久美子 ６　特別功労者

気仙沼市 村　上　ひとみ 丸 森 町 登　米　　　昭
気仙沼市 鈴　木　留美子

宮城県国民健康保険団体連合会理事長表彰
１　市町村保健師・栄養士等 ２　市町村職員 ４　市町村国保運営協議会委員

栗 原 市 千　葉　祐美子 石 巻 市 佐々木　豊　明 気仙沼市 畠　山　栄　子
登 米 市 菅　原　恵　子 ３　国民健康保険診療施設及び

　　　　　　　　 介護事業所勤務者
大 崎 市 髙　橋　鉄　夫

東松島市 大　内　佳　子 加 美 町 橘　　　禎　一
大 崎 市 鈴　木　優　子 気仙沼市 三　浦　亜　紀 ５　国民健康保険組合役員
大 崎 市 操　　　幸　江 気仙沼市 齋　藤　志津香

渡　邉　孝　志大 崎 市 練生川　恵　子 川 崎 町 渡　部　久　美
加 美 町 相　澤　　　育 涌 谷 町 伊　藤　敏　夫

黒　澤　昌　也涌 谷 町 大　友　真知子
涌 谷 町 新　田　仁　美

※敬称略

宮城県歯科医師国民健康保険組合

宮城県医師国民健康保険組合

宮城県医師国民健康保険組合

1415



旬の
たより

コ コ ロ と カ ラ ダ に や さ し い お 料 理 レ シ ピ を ご 紹 介！

冬野菜で免疫力アップ！
旬の野菜で寒い冬を乗り切ろう！

冬野菜
　冬は身体が冷えやすく、免疫力が弱くなりがちです。また、空気も乾燥しやすいため肌荒れもしやすい時期です。
　冬野菜にはβ―カロテンやビタミンＣが豊富で、免疫力アップや美肌効果が期待できます。また、大根や人参などの根
菜類は身体を温める働きもあります。
　冬野菜をおいしく食べて、寒い冬を乗り切りましょう！

旬の食材 その1

加美町の食　～自然豊かな食材の宝庫～
　加美富士と呼ばれる “薬莱山” がそびえ立つ加美町は、清らかな水資源があり、新鮮な米や
野菜を収穫して食せる豊かな土地と食文化があります。町では『「食」の輪で元気な加美町っ子
を育てよう』をキャッチフレーズに、加美町らしさを活かした食育に取り組んでいます。
　今回の献立に取り入れた「薬莱高原大根」は、薬莱山の裾野で育った加美町の代表的な野
菜です。生でよし、煮てもよしと味の良さが評判です。また今の時期、清流 “鳴瀬川” の河川
敷にはねぎ畑が広がり、「なかにいだねぎ」の名称で出荷されています。太くて甘いのが特徴です。
　「やくらい土産センター」や昨年度オープンした「食彩市場 みやざき どどんこ館」には数多く
の名産品や新鮮野菜が並びます。加美町の食を堪能しに、ぜひ足をお運びください。

加美町保健福祉課
管理栄養士　　　
行政栄養士７年目

佐々木 奈津美
好きな料理 / 豚汁

ささき　　　　     なつみ

❶大根と人参は短冊切りに、白菜は１センチ幅の細切
りに、長ねぎは斜め薄切りにする。

　平茸は食べやすいように裂く。
❷鍋に手羽中、水、生姜を入れて中火で煮立たせる。
❸大根、人参、平茸を加え、蓋をして弱火で１０分程

煮る。

・洋風の顆粒だしは入れずに鶏
手羽のうまみを活かすことで、
塩分を抑えることができます。

・生姜を入れることで鶏肉の臭
みを取るほか、ショウガオール
という成分により、血行を促
進して体を全身から温めるは
たらきがあります。

・大根や白菜は、免疫力を高め
風邪予防に有効なビタミンＣが
豊富です。ビタミンＣは、水に
溶けやすいため、スープにす
ることで溶け出したビタミンも
摂ることができます。

調理上のポイント材　料

作り方

うまみたっぷり
鶏手羽と大根の中華スープ

（４人分）

　・手羽中 １２本
　・大根 ４センチ長さ
　・白菜 葉３枚
　・人参 １/３本
　・平茸 ４０ｇ
　・長ねぎ １/２本
　・生姜（千切り） ２片
　・にんにく（すりおろし） １片
　・水 800 ㏄
　・酒 大さじ２
　・塩 小さじ１/２
　・こしょう 適量
　・しょうゆ 小さじ１
　・ごま油 小さじ 2

エネルギー：186kcal
塩分：1.0g

❹白菜を加えてから、酒、塩、こしょう、しょうゆ、にんに
くを入れて一煮立ちさせ、ねぎを散らす。
❺最後にごま油を回しかけ味を調える。

みやぎの国保
KOKUHO MIYAGI
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